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「第 26 回党大会成功・党勢拡大大運動」の取

り組みで中国ブロックの石村智子氏は、岡山県の

美東地区で、支部といっしょに「つどい」を軸に

した取り組みを広げています。

10月 4日には奈義町支部、5日には日生支部の

「つどい」に参加。「記念講演ＤＶＤ」を視聴し

たあと、ザックバランな会話をしながら、日本共

産党への入党を訴えました。

「つどい」では入党を決意には至りませんでし

たが、「つどい」が力になって、今後の対話や運

動が広がっていく手ごたえが生まれています。（写真は日生町の「つどい」で語る石村智子氏ら）

10月 6日投票で行われた中間選挙において、鳥取県倉吉市では議席を回復したのをはじめ、中

国地方各地での中間選挙では、鳥取県の北栄町、広島県の江田島市、山口県の山陽小野田市で議

席を確保し、全員当選を果たしました。

この 10月には、中国地方では、島根県浜田市、吉賀町、安来市で選挙が戦われます。「第 3の

躍進を本格的なものにする上でも、一つ一つの中間選挙に勝利していこうではありませんか。

10 月 2 日、中四国 9 県の「基地担当者会議」が開

かれ、仁比聡平国民運動委員会副責任者が、オスプレ

イの本土での訓練開始、とりわけ滋賀県饗庭野と高知

県の防災訓練での「日米共同訓練」の危険性を指摘し

ました。

各県からは、オスプレイの低空飛行への不安、岩国

基地の機能強化との戦いなどが報告されました。

（写真は基地担当者会議。正面：黒い背広が仁比議員）

10月 4日、参議院仁比室の 3人の秘書体制が確立したのを

受けて、中国・四国・九州沖縄 3ブロックの事務所員が上京し、

「念願の事務所開き」を行いました。

仁比議員は、「この事務所を『論戦と共同の事務所』として

頑張りたい」と決意を語っていました。（写真は、仁比議員と

秘書、3ブロック事務所員）




